





英語では，「試験を受ける」ことを to take an examinationと言い，「試験をする」ことを to 
give an examinationと言う。しかし，多くの言語において，「試験を受ける」ことを表すのに，
「与える」という動詞が用いられる（イタリア語 dare un esame，アルゼンチンとウルグアイの
スペイン語 dar un examen，現代ギリシア語 dínō exetáseis，ペルシア語 emtehān dādan，ヒン
ディー語 { imtahān / parîkṣā } denā）。更に，これらの言語の多くにおいて，「試験をする」こと
を表すのに，「取る」という動詞が用いられる（アルゼンチンのスペイン語 tomar un examen，


















 dare un esame





 a da un examen
 不定詞標識 与える 不定冠詞 試験
 試験を受ける
フランス語においても，Mouffletは，(3)の表現を挙げて，(4)のように説明している。
(3) フランス語（Moufflet, p. 153）
 donner l’examen
 与える 定冠詞 -試験
(4)  Expression employée couramment par le personnel subalterne de la Marine pour passer 
l’examen.
 「試験を受ける」ことを表すために海軍の下級の者たちによってよく使われる表現
アルゼンチンやウルグアイのスペイン語でも同様の表現が見られる (Haensch y Werner, s.v. 
dar ; Kühl de Mones, s.v. dar)。
(5) アルゼンチンのスペイン語（Haensch y Werner, s.v. dar）
 una persona da un examen
 不定冠詞 人 与える 不定冠詞 試験
 人が試験を受ける
また，アルゼンチンでは，「試験をする」ことを表すのに，「取る」という動詞を用いる。
(6) アルゼンチンのスペイン語（Haensch y Werner, s.v. tomar）
 un profesor toma un examen
 不定冠詞 教師 取る 不定冠詞 試験
 教師が試験をする


















(10) ヒンディー語（The Oxford Hindi-English Dictionary, s.vv. imtahān, parîkṣā）
 { imtahān / parîkṣā } denā
 試験  与える
 試験を受ける
(11) ネパール語（三枝，s.vv. parīkṣā, jā̃c）
 { parīkṣā / jā̃c } dinu













(14) ヒンディー語（The Oxford Hindi-English Dictionary, s.vv. imtahān, parîkṣā）
 { imtahān / parîkṣā } lenā
 試験  取る
 試験をする
(15) ネパール語（三枝，s.vv. parīkṣā, jā̃c）
 { parīkṣā / jā̃c } linu
 試験  取る
 試験をする
インド・ヨーロッパ語族以外では，ウズベク語とモンゴル語の例を挙げることができる。






















 prestar um exame







































































(3)((25 に再掲 )について，Dupré (s.v. donner l’examen)は (26)のように述べている。
(25) フランス語（Moufflet, p. 153）
 donner l’examen
 与える 定冠詞 -試験
(26)  Une telle expression est évidemment insoutenable, car elle ne correspond à aucun des sens 
fondamentaux du verbe donner, ni à l’usage scolaire et universitaire.














 fazer um exame
 する 不定冠詞 試験
 試験を受ける
(28) カタロニア語（Diccionari anglès-català català-anglès, s.v. sit）
 fer un examen
 する 不定冠詞 試験
 試験を受ける
(29) ドイツ語（Duden, s.vv. Examen, Prüfung）
 { ein Examen    / eine Prüfung } machen
 不定冠詞 試験 不定冠詞 試験 する
 試験を受ける














 fare un esame
 する 不定冠詞 試験
 試験をする
ペルシア語においても同様である 13）。

























 hacer un examen
 する 不定冠詞 試験
























(36) ペルシア語（黒柳, 2010, s.v.「試験」）
 mo‘allem az dānesh-āmūz emtehān gereft









(37) ウズベク語（Waterson, s.v. imtihon）
 student-dan imtihon olmoq




た parîkṣā lenā（試験をする）は，受験者を後置詞 se（～から）で標示する（The Oxford Hindi-




 sdavat’ èkzamen Professoru Nikitinu










































(39) John heard the piano. (Recanati, p.34)
Recanati (p.35)が述べている通り，この例について，二通りの分析が考えられる。
(40)  動詞 hearは「音が聞こえる」ことを表し，目的語として「音」を取る。目的語の the piano
は，本来はピアノという楽器を意味しているので，音ではない。そこで，the pianoはメト
ニミーにより「ピアノから発せられる音」を指すと考える。





























(43) アルゼンチンのスペイン語（Haensch y Werner, s.v. rendir）
 una persona rinde un examen












 présenter un examen





 se présenter à un examen
 自分を 見せる ～に 不定冠詞 試験
 試験を受ける
ここでは，動詞 présenter（見せる）に再帰代名詞 se（自分を）が付いており，「試験」を表す
名詞句 un examenには前置詞 à（～に）が付いている。




 présenter une thèse à l’Université de Paris








英語においては，「試験を受ける」ことを表すのに to take an examinationと言い，「試験をす
る」ことを表すのに to give an examinationと言う。ポルトガル語も，「試験をする」ことを次の
ように表す。
(47) ポルトガル語（『現代ポルトガル語辞典』，s.v. exame）
 dar um exame






























英和辞典』，s.v. examination,『英語基本動詞辞典』，s.v. examine, III, 3,『新編英和活用大辞典』，s.v. 
examination）。





４）インド英語においては，「試験を受ける」ことを表すのに，to give an examinationと言う表現が見ら
れる（Nihalani, Tongue and Hosali, s.v. give）。これは，ヒンディー語などの影響であろう。
５）Dabir-Moghaddam は，以下のように述べている。
 In Persian the students (literally) give the exam (i.e., they take it), and the teachers (literally) take the 
exam (i.e., they give it). (p.56, n.6)
６）小松は，imtihon olmoqを「試験を受ける」の意としている。しかし，Watersonは，(37)のような




８）sdavat’ は不完了体動詞だが，完了体の sdat’ を用いると，「試験に合格する」ことを表す。一般的に，
不完了体が目的をもった動作を表すのに対して，完了体がその目的の実現を表す場合があり，sdavat’




社ポーランド語辞典』，s.v. zdawa㶛, 塚本 , p.103）。これは，注 8のロシア語の場合と同様である。
10）「取る」という動詞が，試験に合格することを表す言語もある。デンマーク語・スウェーデン語・グ
アドループのクレオール語である。 
 (i) デンマーク語（Axelsen, s.v. eksamen）
  tage eksamen
  取る 試験
  試験に合格する
 (ii) スウェーデン語（Swedish Dictionary, s.v.examen）
  ta examen
  取る 試験
  試験に合格する
 (iii) グアドループのクレオール語（Ludwig et al., s.v. lègzanmen）
  pran lègzanmen














 (i) ペルシア語（アリアンプール・アリアンプール, s.v. emtehān）
  āmūze-gār    ān-hā    rā emtehān kard










 (i) アルゼンチンのスペイン語（Haensch y Werner, s.v. tomar）
  un  profesor    le toma un    examen      a un      alumno
  不定冠詞  教師    彼に 取る 不定冠詞    試験      ～に 不定冠詞      生徒
  教師が生徒に試験をする
 （leは間接目的語の a un alumnoを冗語法的に予告する間接目的語代名詞）
 しかし，スペイン語の間接目的語代名詞は，起点に対応し，「～から」と訳される場合もある。
 (ii) スペイン語（García-Miguel, p.454）
  Mariano    le compró un    coche    a Andrés.
  マリアノ    彼に 買った 不定冠詞    自動車    ～に アンドレス
  マリアノはアンドレスから自動車を買った。
 動詞 tomarも起点に対応する間接目的語を取り得るので（García-Miguel, p.454），(i)においてもそう
だとすれば，本文のペルシア語やウズベク語の例と同じことになる。
 また，ロシア語では，第 1節の (24)で見たとおり，「試験をする」ことを表すのに，prinjat’（受け取
る）を用いる。この動詞は，起点を標示するのに，通常，前置詞 ot（～から）が用いられるが，「試験
をする」ことを表す場合には，受験者は前置詞 uで表示される。 
 (iii) ロシア語（『研究社露和辞典』，s.v. prinjat’）
  prinjat’   èkzamen      u studentov
  受け取る   試験  学生
  学生たちに試験を行なう
 しかし，この前置詞 uにも，取得・入手の源を表す用法がある (Wade, p.479)。
 (iv) ロシア語（Wade, p.479）
  Ja kupil dom u djadi.
  私は 買った 家  おじ
  私は家をおじから買った。
 (iii)の uも同じ用法だとすれば，アルゼンチンのスペイン語と同様に考えることが可能である。
18）第 1節の (21)で見たとおり，ロシア語では，「試験を受ける」ことを表すのに，動詞 sdavat’（渡す）
が用いられる。この動詞は，口語において，目的語として，「試験」を表す名詞だけでなく，科目名を
取ることがある。
 (i) ロシア語（『岩波ロシア語辞典』，s.v. sdat’）
  Ja segodnja sdaval istoriju.














 (i) to speak into the microphone  ［声］
 (ii) to blow into the microphone  ［息］
 (iii) to blow one’s nose into a handkerchief ［鼻腔内の粘液］
 (iv) to empty a bottle into the sink  ［瓶の内容物］
 (v) to bite into an apple   ［歯］
20）フランス語で，答案を提出することを表すのに，「返す」という動詞 rendreを使うことと比較され
たい。
 (i) フランス語（Robert, s.v. copie）
  rendre sa  copie




 (i) アルゼンチンのスペイン語（Haensch y Werner, s.v. rendir）
  una  persona rinde





込んでいると考えるだけで済む。注 18 のロシア語の sdavat’ の場合と比較されたい。
22）この表現は，フランスよりも，ベルギーの方で使用頻度が高い（Francard, s.v. présenter）。
23）動詞 présenterは，目的語として科目名を取ることがある。
 (i) フランス語（Francard, s.v. présenter）
  Je présente      linguistique française  en juin.
  私は 見せる      言語学  フランス語の ～に 6 月
  私は 6月にフランス語学の試験を受ける。
 これは，注 18 で見たロシア語の sdavat’（渡す）の場合と同様であり，目的語名詞のメトニミーによ
る説明よりも動詞の意味変化による説明の方により適合している用法である。
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Why One Says “to Give an Examination” to Mean 
“to Take an Examination” in Many Languages
Tohru HIRATSUKA
Abstract
In English, one says “The student takes an examination.” and “The teacher gives an examination.” In many 
languages, however, one says “to give an examination” to mean “to take an examination”: Italian (dare un esame), 
Argentine and Uruguayan Spanish (dar un examen), Modern Greek (dínō exetáseis), Persian (emtehān dādan), 
Hindi ( {imtahān / parîkṣā} denā), etc. Moreover, in many of these languages, one says “to take an examination” 
to mean “to give an examination”: Argentine Spanish (tomar un examen), Persian (emtehān gereftan), Hindi 
( {imtahān / parîkṣā} lenā), etc.
These expressions are motivated by the fact that, in an examination, the examinee gives answers to the 
examiner, or to put it the other way around, that the examiner gets answers from the examinee. This does 
not mean that the object noun, which literally means “examination”, stands by metonymy for “answers” in the 
expressions in question. It is the verbs which change their meaning when they collocate with the noun meaning 
“examination”: the verb of giving means “to take it by giving answers to the examiner”; the verb of taking means 
“to give it by getting answers from the examinee”.
Keywords :  examination, verb of giving, verb of taking, metonymy, active zone
